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．
｛
場

所
役
行
村
発
南

　
　
江

今月の納税

固定資産税冠期

保険税雪期

三
十
六
年
度
予
算
き
・
ま
る

第
　
一
回
定

例
議
会

晒
　
昭
和
三
十
六
年
第
一
回
定
例
議
会
は
、
三
月
十
｝
日
か
ら
引
続
き
六
E
間
、
役
岬

雛
欝
議
難
鋲
講
墾
鷺
藷
難
権
度
予
｝

　
　
昭
和
三
十
六
年
度

　
　
　
　
一
般
会
計
予
算

　
予
算
方
針

　
　
日
本
の
経
済
は
、
こ
Σ
数

　
年
来
成
長
の
｝
途
を
た
ど
つ

　
・
て
盛
い
9
ま
し
た
が
、
こ
れ

　
か
ら
も
引
続
き
相
当
の
成
畏
．

　
が
予
想
さ
れ
ま
す
o

　
、
し
か
し
農
家
経
済
の
成
長

　
率
は
、
他
の
産
業
に
く
ら
べ
，

　
て
低
く
、
現
在
ま
で
ほ
と
ん

　
ど
足
踏
状
態
と
い
つ
て
も
週

　
言
で
は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
6

　
し
た
が
つ
て
農
家
戸
数
一
〇

　
，
四
（
）
戸
、
全
戸
数
の
六
二
％

　
を
し
め
る
本
村
と
し
て
は
、

　
前
年
に
比
べ
て
特
に
指
摘
す

　
る
財
源
も
な
く
、
地
方
交
付

　
税
を
唯
剛
の
頼
り
と
し
て
い

る
φ
で
、
前
年
と
大
差
な
い

予
算
と
な
り
ま
し
た
。

1
、
国
や
県
の
方
針
を
考
え

　
村
の
財
政
の
基
盤
に
た
つ

　
　
て
、
限
ら
れ
た
財
源
を
各

　
方
面
に
適
正
に
獣
分
す
る

　
こ
と
は
、
村
全
体
の
調
和

　
の
た
め
に
必
要
で
あ
・
り
、

　
当
初
予
算
と
し
て
も
当
然

　
の
こ
と
な
の
で
、
こ
う
し

　
た
基
本
的
考
え
の
も
と
に

　
編
成
い
た
し
ま
し
だ
酬
い

㌧
2
、
文
化
の
向
上
と
、
村
民
一

　
の
福
祉
増
進
の
た
め
に
必

　
要
な
予
算
を
計
上
し
ま
し

　
た
。

5
、
義
務
支
出
お
よ
び
、
こ

　
れ
に
準
ず
る
必
要
経
費
を

　
優
先
的
に
し
ま
し
た
。

4
、
三
十
四
、
三
十
五
年
度

　
の
二
ヶ
年
に
わ
た
り
、
中

　
学
校
建
築
と
い
う
大
箏
業

　
を
行
な
つ
た
あ
と
の
た
め

’
冗
嚢
の
節
約
に
つ
と
め
ま

　
し
た
。

5
、
重
点
施
策
は
計
上
し
た

　
が
、
今
後
の
状
況
に
応
じ

　
て
追
加
す
．
る
予
定
で
す
0

6
、
オ
入
オ
出
合
計
額
は
、

　
こ
八
三
四
〇
八
九
〇
円
で

　
昨
年
よ
夕
ニ
ニ
九
七
三
四

　
〇
円
の
増
額
と
な
り
ま
し

　
た
o

　
昭
和
三
十
五
年
度

　
一
般
会
計
追
加
予
算

　
　
　
　
　
（
第
九
回
）

　
今
度
の
追
加
予
算
は
、
　
一

般
需
用
費
・
負
担
金
な
ど
で

二
五
五
、
八
○
○
円
の
追
加

合
計
五
三
五
六
四
六
四
八
円

と
な
9
ま
し
た
る

中

学
校
建
築
資
金
起
積

　
中
学
核
建
築
事
業
に
あ
て

る
た
め
、
大
蔵
省
資
金
運
用

円千

　
＼

　＼

＼
村

、

村罠税

…
部
か
ら
三
〇
〇
万
円
を
借
り

　

一
入
れ
、
二
〇
年
閲
に
返
還
す

　
る
こ
と
に
な
ウ
ま
し
た
。

」
利
子
は
六
分
三
厘
で
す
。

　
職
員
の
退
職
手
当

　
　
条
例
の
一
部
改
正

　
職
員
の
給
お
．
改
正
に
と
も

　
な
い
、
退
職
手
当
支
給
の
条

例
が
」
部
改
正
さ
れ
ま
し
た
h

　
国
足
健
康
保
険
条
例

　
　
　
　
の
　
．
．
鱒
都
改
正

　
国
昆
健
康
保
険
事
業
会
計
”

　
の
剰
余
金
か
ら
、
毎
年
準
備

金
と
し
て
積
立
て
を
す
る
条
一

例
が
所
、
き
ま
し
た
ヂ
）

　
保
険
税
に
関
す
る
条
例
…

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…

．
被
保
険
者
に
特
別
の
事
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

の
あ
る
こ
－
一
⊆
が
認
め
ら
れ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

場
合
に
は
、
保
険
税
を
減
免

で
き
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

中
学
校
井
戸
ポ
ン
ブ
舎

　
　
の
．
寄
附
受
入
れ

　
中
学
校
用
井
戸
ポ
ン
ブ
舎

の
寄
附
の
申
入
れ
が
（
江
南

職
工
組
合
よ
ウ
あ
9
ま
し
た
o

昭
和
｝
こ
十
山
ハ
年
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皿
　
U

　
　
国
保
特
別
会
計
予
算

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
位
万
円

　
次
号
で
冷
知
ら
せ
し
ま
す
（
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
単
蜘
■

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
翻
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞭
戦

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6
　
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
計

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
『
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㎜
　
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
｝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
度

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
6

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
昭
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7
そ
　
の
　
他

　
　
1
選
挙
　
費

　
　
4
公
　
債
　
費

　
　
　
統
計
講
査
費

　
　
5
財
，
産
費

　
　
8
産
菜
継
済
費

　
　
4
保
健
衛
生
費

　
　
　
社
会
及
び

　
　
1

　
　
　
労
働
．
施
設
費

イ

潤
廼
教
育
費

5ら20，

4
土
木
費

馬ケ
ロ
　
　
　
　
　
　
マ
ず

2
5
消
防
費

8

10

　
9

　
ー
ヰ
ー
，
1
1
1
よ
．

ε
7
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5
　
4
3
2
　
1
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諒　1快
　　1
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費1費

予算額
（千円P

制台
（％）

　薫み
．ツ、

　別

　
昨
年
、
首
都
圏
整
備
法
が
公
布
さ
れ
て
か
ら
、
束
京

都
内
の
工
場
を
は
じ
め
、
、
近
県
の
布
街
地
に
あ
つ
た
工

場
は
、
ぞ
ぐ
／
＼
埼
玉
、
千
葉
、
神
奈
川
な
ど
の
田
舎

地
帯
へ
疎
開
し
て
き
ま
し
允
o

　
隣
接
の
熊
谷
市
で
は
、
早
ぐ
か
ら
工
場
誘
敷
を
し
た

の
で
た
ぐ
さ
ん
の
工
場
が
で
き
ま
し
た
が
、
こ
の
こ
と

は
、
日
本
の
工
業
製
品
の
輸
出
振
興
に
む
す
び
つ
く
こ

と
で
、
時
代
の
要
講
に
か
な
う
も
の
で
あ
9
、
そ
う
し

な
け
れ
ぱ
な
ら
な
ら
時
代
と
も
云
え
ま
す
，
い

　
し
た
が
つ
て
本
村
で
も
、
腕
を
組
ん
で
傍
観
し
て
い

た
の
で
は
、
と
考
え
る
人
が
増
加
し
、
役
鶏
や
譲
会
、

そ
の
他
諸
団
体
の
代
表
者
と
話
し
あ
い
の
上
、
次
の
よ

う
に
工
業
閣
発
推
進
委
員
会
が
生
ま
れ
ま
し
た
O

発た工業開
一
．
一
し

．
出りの

ともにと計大
・
の年百

工
業
開
発
推
進
委
員

　
会
畏
　
馬
場
栄
一

　
副
会
畏
　
　
柴

　
委
員

　
　
　
松
本
芳
治
　
　
吉
田
義
雄

　
　
　
杉
田
弥
平
　
　
中
島
儀
市

　
　
　
武
政
定
一
　
　
吉
野
和
三
節

　
　
　
高
橋
義
四
郎
　
持
田
紀
一

　
　
　
新
井
品
吉
　
　
笠
原
広
治

　
　
　
小
久
保
忠
良
　
舟
橋
由
松

　
　
　
水
野
八
跳
　
　
新
井
茂
抽

　
　
　
野
沢
宗
一
　
　
笠
猿
義
信

　
　
　
長
谷
川
喜
三
郎
　
井
上
大
炊

　
　
　
介
　
関
口
多
｝

　
　
　
今
井
　
明
　
　
　
（
敬
称
略
）

委
負
会
の
仕
事

　
ー
、
工
揚
敷
地
の
確
保

　
工
場
誘
致
の
た
め
に
は
、
広
大
な

　
激
地
が
必
要
と
な
る
．
、
、
そ
の
た
め
■

　
森
林
組
合
や
林
地
所
有
奢
の
協
力

．
を
求
め
て
、
工
場
敷
地
を
指
定
す

　
る
の
で
個
入
値
入
の
売
渡
は
な
る

し協，をこ4　5　2たヵ注のし役’か件県’村交県’ぺ
吟を’いこ　’場担βに産工道逓道道ぐ

お麗講麟縛講霧欝欝
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　るて計る現　　を連　　る逆　渡
　りり画o在　　選絡　　大と　に
　村oの住　びを　めのす　つの第　民　　’と　　に連　る
　く璽一　誰　’”積り　　’結　∴
　9吻眼　奎　　極’　　整を
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二

位
　
に
　
入
　
賞

全
国
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進
会

謬
縫
詮
撃
騎
罫

　
第
三
回
全
日
本
ホ
ル
ス
タ

日
間
、
長
野
県
松
本
市
の
総

一催
、
皇
太
子
殿
下
御
夫
妻
、

高
松
宮
様
ご
出
席
の
も
と
に

、
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
開

亙
盗
行
な
わ
れ
ま
し
た
。

　　　審　　査　　風　　景

笠原氏とその入賞牛（中央ケ2ユ番）

　
　
全
圖
各
地
か
ら
選
ぱ
れ
た

　
優
秀
な
牛
二
三
二
頭
は
、
｝

般
外
貌
・
体
格
・
乳
用
牛
と

し
て
の
特
質
・
体
積
・
．
乳
器

　
な
ど
に
つ
い
て
、
審
査
員
の

あ
ら
ゆ
る
導
、
門
的
な
審
査
を

　
受
け
．
凌
し
た
が
、
埼
玉
県
代

表
と
し
て
出
場
し
た
内
頭
の

う
ち
、
本
．
村
大
字
押
切
笠
原

　
寿
郎
氏
の
飼
育
す
る
オ
オ
サ

　
ト
・
タ
る
ギ
ク
・
チ
レ
腕
・
ツ

　
ク
・
、
オ
ー
ケ
。
万
は
、
第
七
部

　
（
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
種
系
牝
牛

　
・
経
産
）
第
二
位
に
入
賞
、

全
日
・
本
ホ
ル
ス
タ
イ
ン
共
進

・
ノ
芸
々
長
v
よ
h
ン
暦
負
状
ー
・
銀
メ
。
タ

　
ル
を
要
あ
・
さ
れ
ま
し
た
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
蓄

4月から

国
保
運
営
委
員

　
　
　
　
　
　
　
　
　
改

　
国
民
健
康
保
険
の
運
営
に

つ
い
て
、
多
年
に
わ
た
り
．
こ

協
力
い
友
だ
き
ま
し
た
委
員

の
任
期
溝
了
に
と
も
な
い
、

左
の
方
々
の
ご
就
任
が
得
ら

れ
ま
し
九
の
で
、
今
後
と
も

ご
支
援
と
ご
協
力
を
冷
踏
い

い
た
し
．
を
す
。

．

委
員
長

委
　
員

　
成
沢

　
三
本

　
上
新
田

保
険
料
納
入

　
　
　
　
　
　
　
　
拠

の
，
累
ト
き
る
た
め
に
、
み
ん
な

勧
が
数
限
り
蓬
く
あ
ク
ま
す
．
り

し
か
し
潅
が
ら
、
こ
の
刃
勧

も
、
華
．
れ
を
饒
う
人
の
考
え

方
に
・
ド
（
つ
て
、
洌
器
と
も
な

れ
ば
凶
諜
と
も
な
9
、
使
う

心
が
ま
え
が
軌
番
大
切
な
わ

け
で
す
c

杉
田
弥
平

・
水
勝
ツ
〈
碑
即

塚
田
永
憲

柴
紹
彦
一

の

上
押
切

下
押
切

樋
蓉
北

樋
憲
南

御
正
．
新
田

須
賀
広

野
原
小
江
川

塩・
板
井

ク柴
千
代

が
は
じ
ま
り
ま
す

出
　
制
　
国
・
民
　
年

鯵
　
鋒
　
鱗
　
皿
　
雛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
髄
度
に
は
、
国
民
の

ε
．
～
5
…
｛
タ
～
、
～
、
～
～
～
～
ン
、
ノ
タ
ミ
！
〉
〉
〉
〉
～
～
3

収
　
入
　
役
就
　
任

　
　
今
　
井
　
　
朋
氏

～
　
　
　
　
　
へ
3
2
才
）

｝　
　
．
長
い
間
収
入
役
代
理

　
と
し
て
勤
め
て
こ
ら
れ

　
た
今
井
明
氏
（
大
寧
小

　
江
川
）
が
、
二
月
八
日

　
の
第
二
回
臨
時
議
会
の

　
同
葱
を
得
て
、
収
入
役

．
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
・

へ
　
去
月
　
甫
小
学
校
保
健
爺

食
委
員
会
の
席
上
、
出
席
し

友
児
童
代
表
か
ら
、
之
の
運

動
に
父
兄
も
一
生
懸
命
協
力

し
て
ほ
し
い
、
と
の
希
豊
が

述
べ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
咋

鉱
．
末
「
青
少
年
愛
護
条
例
）

　
の
施
行
の
と

逢
に
も
お
伝
　
　
重
ね
　
て

え
し
ま
し
た

が
、
重
ね
て

澄
願
い
申
上

、
げ
ま
す
Ω

　
ご
承
知
の
と
か
り
、
私
達

の
身
辺
に
は
、
生
活
に
薩
結

し
て
離
す
こ
と
の
出
来
な
い

物
、
そ
れ
を
失
う
こ
と
に
よ

つ
て
生
活
で
き
な
く
な
る
刃

「
刃
物
を
持
た
な
い
運
動
」

　
こ
の
心
が
ま
夢
～
を
籔
ガ
4
る

の
が
、
父
兄
の
費
任
で
あ
り

義
務
で
あ
る
と
考
え
蜜
す
．
・

凶
羅
凶
器
と
遍
剰
な
注
意
を

す
る
こ
と
に
よ
9
、
青
少
年

に
　
怖
の
観
念
を
砲
こ
さ
せ

・
！
ノ
亀
亀
で
～
多
～
｛
》
～
～
～

る
ヒ
と
の
な
い
ト
・
3
に
、
按

た
避
当
な
ザ
、
欝
導
に
、
・
寡
ン
．
、
こ

の
刃
飾
コ
丁
か
ら
、
あ
ら
ゆ

る
芸
術
の
生
れ
出
。
．
つ
。
る
こ
と

を
も
教
え
て
、
良
藏
あ
る
刃

物
の
俊
周
法
を
身
に
つ
け
さ

せ
る
べ
毒
だ
と
思
い
ま
す
．

　
　
　
　
　
　
　
　
小
心
の

　
　
　
　
　
　
　
餐
ほ
ど
、

　
　
　
　
　
　
　
羅
身
の
た

　
　
を

　
　
　
　
　
　
　
め
に
刃
物

　
　
　
　
　
　
　
を
振
つ
て

他
人
に
危
害
を
加
え
る
可
能

性
の
強
い
こ
と
も
念
頭
に
か

い
て
、
　
、
、
刃
物
を
欝
・
π
な
い

・
持
た
せ
な
い
運
働
」
と
さ

れ
た
い
も
の
で
す
6

　
　
　
　
　
　
　
～
噸

選
，
小
林
忠
一

坂
田
豊
一

茂
木
住
造

持
田
良
作

橋
本
嘉
四
郎

吉
田
常
次

六
村
跳
げ
｝
こ
郎
・

小
林
　
正

中
轟
オ
市
．

小
川
寿
貞

飯
島
購
治

柴
　
虎
冠

（
敬
称
懲
”
）

金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

大
即
卸
侭
〃
の
入
に
加
鵯
人
：
》
1
し
い
嚇

た
だ
く
の
で
す
か
ら
、
保
塗

手数料が変わりました
　　　　　　　　新道路交通法

　　　　　　　　　　　　　　　ヨ　　　　　　　　　　レ　　　　　　　　　　　
　　　、．．．響数料の揮別1逮転免許にi免許証交付1免許証再交1免聾言三三更新
先許証のに磯’、、、、．　iか、る賦験1手　数　料i付…手数料，手　搬　料

一
円

ロ　聖　画甲
，

第 種躍醸菟＿一 　E
国1

　9
四i

田麟
ー

円　　円
400

運転免

第二穂運転免許
250250250

100

に丁；　　　　　一
際一種原動儀付自転車
繭原轟機付蘇四’

2001　ユ501ユ50仮運’転免許

備　…考

◎一つの免，許齪に他の種類の免許を記載する場合には、そ

　の記職する種。類ごとに150円を加える。

⑳一一・つの免許詑に．池の禰類の免酬ンを詔載した．免勝概の再－

　交付は・一一つの免許証の再交付とする9

円
雛
霧
励
難
よ
蕪
誉
編
徽
筋
露

局
羅
脈
鴬
窯
混
聾
蜜
旺
．
黙
㏄
駕
蹴
醐
鰐
わ
総
ゆ
穴

御正．小原駐在所
※申言鮮§拡全：部樵：欝び」ものになつておりますo

鱒
灘
畿
鋒
諏
翻
籔
霧
識
翻
霧
～
》
～
～
～

で
き
・
た
国
民
年
金
印
紙
を
、

皆
盛
、
ん
の
持
つ
て
い
る
年
金

手
帳
に
貼
り
、
役
揚
唱
、
検
誌

（
ス
タ
ン
プ
を
押
．
丁
）
を
受

G
る
の
て
す
が
、
本
村
で
は

皆
さ
ん
O
俊
宜
を
は
か
り
、

鎚
金
係
シ
を
設
け
て
盤
F
巡

廻
し
、
集
金
と
年
金
手
帳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
、
保
険
ー
料
が
納
め
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
く
な
3
～
と
鷺
は
ど
う
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る
の
で
し
凶
．
脳
う
か
、
簡
単
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
o
手
続
き
を
す
れ
ば
よ
い

人
は
、
保
険
料
。
を
前
払
い
す
　
O
で
す
o
生
活
保
護
法
に
ょ

れ
ぱ
大
巾
に
割
引
さ
れ
至
柔
る
生
活
扶
．
助
と
か
、
現
在
障

こ
れ
が
、
い
わ
ゆ
る
前
納
で
害
、
童
宿
祉
年
金
を
受
け

す
が
、
二
十
，
才
の
入
が
将
来
　
て
い
る
人
な
ど
法
律
に
定
め

の
全
都
（
四
十
年
）
納
め
る
　
ら
れ
允
事
情
に
よ
つ
て
、
保

玄
ハ
三
、
○
○
○
円
で
す
が
、
険
科
を
免
除
さ
れ
る
法
定
免

こ
れ
が
な
ん
と
半
分
以
下
の
　
除
と
、
ど
う
し
て
も
保
険
料

二
三
、
｝
ユ
○
○
円
で
す
む
の
　
を
納
め
る
余
祢
の
な
い
人
は
．
．

る
だ
砂
年
金
の
額
は
多
く
な

る
の
で
す
か
ら
、
将
来
の
え

め
に
輔
ト
数
ヤ
局
一
π
り
か
け
し
匙
帰
〔
ん

即
か
レ
ム
い
・
わ
．
け
弔
、
、
’
♪
り
　
い
謬
コ
あ
砧

に
し
て
β
。
保
険
料
が
納
め
ら

れ
な
い
と
き
は
、
役
場
か
、

年
金
婁
員
さ
ん
に
相
議
し
て

｝
卜
☆
、
い
C

　
皆
盛
ん
．
，
臼
本
も
住
み
よ

い
、
暮
し
よ
い
、
長
生
養
、
で

き
る
国
に
、
み
ん
な
が
カ
を

合
せ
て
勢
力
す
る
よ
う
に
な

ウ
謄
し
た
（

　
保
険
料
は
、
進
ん
で
納
め

る
よ
う
い
た
し
ま
し
よ
う
り

　
ね
ん
き
ん
を

　
　
か
り
て
．
楽
し
い

　
　
　
夢
が
ふ
え
”




